
メディメッセを受診されたご利用者さまへ 
 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で健診情報等を研究目的に利用されることを 

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

 

 

倫理審査員会承認番号 MM-０００14 

研究課題名 認定認知症領域検査技師１年目の挑戦 ～活動報告～ 

当院の研究責任者 森上 美香 

本研究の目的 

認知症 2025年問題では、超高齢社会を間近に控え 65歳以上の 5

人に1人が認知症になると推測されている。この問題に対応するため

に研究代表者は 2022 年認定認知症領域検査技師の資格を取得し

た。しかし、認定認知症領域検査技師の認定資格保有者は全国でも約

400人、熊本県ではわずか6人であり、活動の前例が見つからず、認

知症領域検査技師の存在を知ってもらうことが急務と感じている。ま

た、認知症は早期発見、早期介入により発症を遅らせる事、進行を緩

やかにする事が明らかになってきており、本資格を活かした認知症の

正しい理解とその啓発普及活動、認知症予防に繋がる地域に向けた

活動の取り組みが重要と考えている。以上のことからメディメッセ桜

十字予防医療センターでは、認知症予防活動として、①月２回の健康

教室開始前に、認知症予防につながる講話の実施、②地域サロン活動

において当センターオリジナルプログラムの作成（４種）、③地域の高

齢者サロンに出張、認知症に関する予防啓発普及活動の実施、④認知

症の日（9月21日）に当センターの玄関両サイドの壁（パンチングメタ

ルウォ―ル）をオレンジ色にライトアップ、⑤当センタースタッフに向け

認知症の啓発ポスターの作成と掲示、を行った。 

今回、１年間活動を行った経過を検討し今後の活動の問題点を明らか

にする。 

調査データ収集期間 倫理委員会承認日から2025年3月31日 

研究の方法 

○対象となるご利用者さま 

認知症予防活動の参加者 

○利用する情報 

① 2023年 4月～2024年３月までの地域向け健康教室の 

参加者数と変化 

② 当施設内実施の校区のサロン（百歳体操）参加者数と変化 



個人情報の取り扱い 
利用する情報は、患者氏名、IDを削除し、個人が特定できない状態に

してから取り扱います。 

試料/情報の他の研究機関

への提供及び提供方法 
利用する情報は個人が特定できない状態にして提供を行います 

利益相反 本研究に関連し、開示すべき利益相反関係にある企業はありません 

お問い合わせ先 
メディメッセ桜十字ホームページ 

https://medimesse-kumamoto.jp/check_up/irb/ 

 


